
施工説明書
取扱説明書

保管用

工事店様へ、この説明書は保守のためお客様に必ずお渡しください。施工説明
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マルチ
ハロゲン灯
Sタイプ

1000形相当

マルチ
ハロゲン灯
Sタイプ

2000形相当
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器具の取り付けは、施工説明書に従い確実に行う。
取り付けに不備があると器具の落下、感電・火災の原因となります。

推奨締付トルク M16：106N･m

平座金2個(別途)

M16六角ナット4個(別途)

M16取付ボルト2本(別途)

ばね座金2個(別途)

落下防止金具

M16ボルト2本(別途)アーム用

M16取付ボルト2本(別途)落下防止金具用

250±10

(推奨締付トルク M16：106N･m)

M16取付ボルト2本(別途)

ばね座金2個(別途)

平座金2個(別途)

M16六角ナット４個(別途)

本体

落下防止ボルト

落下防止金具

アーム

落下防止
ワイヤー



－ 4 －

器具の取り付けは、施工説明書に従い確実に行う。
取り付けに不備があると器具の落下、感電・火災の原因となります。

4. 電源口出し線を接続する

※自己融着テープを巻いて処理後、
　絶縁テープなどで処理する。

電源線の
シース端部

※自己融着テープを巻いて処理後、
　絶縁テープなどで処理する。

③自己融着テープで巻き、
　絶縁テープで仕上げてください。

②キャブタイヤケーブルの電線とシースの
　隙間から浸水を防ぐため、電源線(別途)と
　口出し線のシース端を自己融着テープで巻き、
　絶縁テープで仕上げてください。

①スリーブにより接続後、
　自己融着テープを巻き、
　絶縁テープで仕上げてください。

自己融着テープ（別途）
　　　　　　+
絶縁テープ（別途）

接続部 接続部

シース

電線

接続部が上向きに
なるように固定する
または
シース部の隙間から
侵入しないように処理する

シース部の隙間

スリーブ（別途）
自己融着テープ（別途）
　　　　　　+
絶縁テープ（別途）

自己融着テープ（別途）
　　　　　　+
絶縁テープ（別途）

（送り線有の場合）

③自己融着テープで巻き、
　絶縁テープで仕上げてください。

②キャブタイヤケーブルの電線とシースの
　隙間から浸水を防ぐため、電源線(別途)と
  口出し線のシース端を自己融着テープで巻き、
　絶縁テープで仕上げてください。

①スリーブにより接続後、
　自己融着テープを巻き、
　絶縁テープで仕上げてください。

自己融着テープ（別途）
　　　　　　+
絶縁テープ（別途）

接続部

シース

接続部

電線

接続部が上向きに
なるように固定する
または
シース部の隙間から
侵入しないように処理する

シース部の隙間

自己融着テープ（別途）
　　　　　　+
絶縁テープ（別途）

自己融着テープ（別途）
　　　　　　+
絶縁テープ（別途）

スリーブ（別途）

電源口出し線電源用口出し線



器具の取り付けは、施工説明書に従い確実に行う。
取り付けに不備があると器具の落下、感電・火災の原因となります。
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5.　調光口出し線を接続する

5-1 段調光加工の場合

※自己融着テープを巻いて処理後、
　絶縁テープなどで処理する。

段調光動作
段調光用スイッチにより調光します。

（※)100％
点灯

消灯

器具
点灯

段調光
レベル

段調光用
スイッチ ON

消灯

器具
消灯

段調光動作

段調光制御点灯

【ご注意】
※初期光束補正機能付の場合、定格光束の 85％となります。

電源口出し線

調光口出し線

調光線の
シース端部

※自己融着テープを巻いて処理後、
　絶縁テープなどで処理する。

③自己融着テープで巻き、
　絶縁テープで仕上げてください。

②キャブタイヤケーブルの電線とシースの
　隙間から浸水を防ぐため、調光線(別途)と
  口出し線のシース端を自己融着テープで巻き、
　絶縁テープで仕上げてください。

①スリーブにより接続後、
　自己融着テープを巻き、
　絶縁テープで仕上げてください。

自己融着テープ（別途）
　　　　　　+
絶縁テープ（別途）

接続部
接続部が上向きに
なるように固定する
または
シース部の隙間から
侵入しないように処理する

シース部の隙間

スリーブ（別途）
自己融着テープ（別途）
　　　　　　+
絶縁テープ（別途）

自己融着テープ（別途）
　　　　　　+
絶縁テープ（別途）

（送り線有の場合）

③自己融着テープで巻き、
　絶縁テープで仕上げてください。

②キャブタイヤケーブルの電線とシースの
　隙間から浸水を防ぐため、調光線(別途)と
　口出し線のシース端を自己融着テープで巻き、
　絶縁テープで仕上げてください。

①スリーブにより接続後、
　自己融着テープを巻き、
　絶縁テープで仕上げてください。

自己融着テープ（別途）
　　　　　　+
絶縁テープ（別途）

接続部
接続部が上向きに
なるように固定する
または
シース部の隙間から
侵入しないように処理する

シース部の隙間

自己融着テープ（別途）
　　　　　　+
絶縁テープ（別途）

自己融着テープ（別途）
　　　　　　+
絶縁テープ（別途）

スリーブ（別途）

接続部

シース

電線

シース

接続部

電線

電源用口出し線

調光口出し線
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※自己融着テープを巻いて処理後、
　絶縁テープなどで処理する。

5-2 連続調光加工の場合

電源口出し線

調光口出し線

調光線の
シース端部

※自己融着テープを巻いて処理後、
　絶縁テープなどで処理する。

自己融着テープ（別途）
　　　　　　+
絶縁テープ（別途）

スリーブ（別途）

接続部

ドレインワイヤ

接続部が上向きに
なるように固定する
または
シース部の隙間から
侵入しないように処理する

接続部

ドレインワイヤ

シース
電線

シース部の隙間

自己融着テープ（別途）
　　　　　　+
絶縁テープ（別途）

自己融着テープ（別途）
　　　　　　+
絶縁テープ（別途）

接続部

ドレインワイヤ

接続部

ドレインワイヤ
電線

シース

自己融着テープ（別途）
　　　　　　+
絶縁テープ（別途）

接続部が上向きに
なるように固定する
または
シース部の隙間から
侵入しないように処理する

シース部の隙間シース部の隙間

自己融着テープ（別途）
　　　　　　+
絶縁テープ（別途）

スリーブ（別途）
自己融着テープ（別途）
　　　　　　+
絶縁テープ（別途）

電源用口出し線

調光口出し線
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●器具の改造および構成部品(LED、電源部など)の交換をしない。感電・火災の原因となります。
●万一、煙が出たり変な臭いがするなどの異常が発生した場合、すぐに電源を切り、工事店に修理を依頼する。
  感電・火災の原因となります。
●欠けやひび割れの発生しているパネルは使用しない。感電・落下の原因となります。
●器具にボールなどの飛来物が衝突した場合は器具の点検を行い、破損などが生じた場合、直ちに使用を中止する。
　落下・感電・火災の原因となります。
●被照射物とは100cm以上離す。過熱による火災の原因となります。

●お手入れの際には、必ず電源を切って器具が十分冷えてから行なってください。感電・やけどの原因となります。
●殺虫剤などの引火物の噴霧は行わないでください。発火によるやけどのおそれがあります。　
●布や紙などの燃えやすいものでおおったり、被せたりしないでください。発火の原因となります。
●

●照明器具には耐用年限があります。設置して10年※1経つと、外観に異常がなくても内部の劣化は進行しています。
　点検・交換をしてください。
　※1 使用条件は周囲温度35℃、1日10時間点灯です。
　※1 LED光源は光束維持時間が来ても、暗くなりますが点灯し続けます。
　　  点灯できるからといって継続して使用が可能というわけではありません。
●LED照明器具の光束維持時間は60,000時間（光束維持率85％）です。
●周囲温度が高い場合・点灯時間が長い場合などは耐用年限が短くなります。
●1年に1回は「安全チェックシート」に基づき自主点検してください。3年に1回は工事店などの専門家による
　点検をお受けください。点検せずに長時間使い続けるとまれに落下・感電・火災などに至る場合があります。
●点検を行なっていても、耐用の限度を超えて使用すると、火災・感電・落下などに至る場合があります。

・ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読みのうえ、正しくお使いください。

お客様へ、この説明書は必ず保管ください。取扱説明

N･m

目盛 2
（アーム回転用）

目盛 1
（本体回転用）

ハンドル

●水平面取付 ●壁面取付

●天井面取付 ●傾斜面取付アーム

△印

目盛 1
（本体回転用）

M16六角ナット
4個(別途)

器具の取り付けは、施工説明書に従い確実に行う。
取り付けに不備があると器具の落下、感電・火災の原因となります。



MN1025-010426

定　　格

お手入れについて

保証について

50/60Hz

3.47A-2.87A 687W

3.60A-2.95A 712W

3.50A-2.89A 692W

3.50A-2.89A 692W

器具外形寸法図
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